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生しないため、通常不良品として直ちに認識されません。帯電していない人が装置また

はアセンブリに触れるとこの種の電圧が直ちに発生します。 
 

 注記 
詳細情報は、規制レベルにあります。 規制レベルは、「計画使用」章に記載されてい

ます。 
 

静電放電に対する予防措置 

プラスチックのほとんどは簡単に帯電する可能性があります。 ESD 構成要素からプラ

スチックを遠ざけてください。 

静電気に弱いコンポーネントを使用している場合には、作業者、ワークステーション、

および梱包を適切に接地したかどうか確認します。 たとえばインターフェースの取り

付けプレートに触れて、人体から静電気帯電を放電します。 

ESD モジュールの処理 

ルールとして: 必要なタスクのために避けがたい場合に限り、ESD 構成要素に触れてく

ださい。 

構成要素に触れることができるのは、以下の項目を順守した場合に限ります。 

● ESD アームバンドなどにより常に接地している。 

● ESD の床の他に、静電靴または保護用ストリップを接地した静電靴を装着している。 

電子アセンブリにタッチする前に、作業者の身体を放電しておく必要があります。 直
前に、スイッチキャビネットまたは水道管の金属部などの導電性物体に触ります。 

プラスチックフィルム、絶縁用テーブル天板、合成繊維などの高度に絶縁された素材を

ESD 構成要素に接触しないようにします。 

ESD 構成要素は、必ず導電面(ESD 面の作業台、導電性 ESD 発泡樹脂製品、ESD 梱包

バッグ、ESD 運搬コンテナ)に置きます。 

ESD 構成要素を表示ユニット、モニタ、またはテレビに暴露しないでください。 画面

から少なくとも 10 cm の距離を保ちます。 

平らな構成要素は端を持って扱います。 構成要素のコネクタまたは導体に触れないで

ください。 このように作業すると、敏感な構成要素が帯電したり、損傷しないように

することができます。 
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ESD 構成要素の測定と修正 

ESD 構成要素は、以下の条件下でのみ測定します。 

● 測定装置は、たとえば保護用導体に接地されます。 

● スイッチキャビネットの金属部に触れると、無電圧の測定装置のプローブは放電さ

れています。 

● 人体は放電されています。静電気を放電するには、接地した金属製の物体に触れま

す。 

接地した半田ごてを使って半田付けをします。 

ESD モジュールの出荷 

ESD 構成要素は常に、金属化プラスチックボックスまたは金属缶などの導電性パッケ

ージに入れて保管、出荷します。 設置するまで、構成要素および部品はパッケージに

入れておきます。 

パッケージが導電性でない場合、ESD 構成要素を導電体、たとえば気泡ゴム、ESD バ

ッグ、家庭用アルミフォイルまたはアルミ紙で包んでから梱包します。 ESD 構成要素

をプラスチック製バッグまたはプラスチックフィルムで包まないでください。 

バッテリが取り付けられている ESD 構成要素の場合、導電性パッケージがバッテリコ

ネクタに触れていないか、または短絡していないことを確認してください。 コネクタ

を適切な素材で防護します。 
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説明 2
2.1 IPC677C の設計 

設計 

 
(1) コンピュータユニット 
(2) コントロールユニット 

図 2-1 IPC677C 

説明 

ディスプレイのサイズやキーまたはタッチパネルが異なるコントロールユニットを搭載

した装置が使用可能です。 
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キーパネルのバリエーション 

● バックライト付きカラーディスプレイ 

– 解像度 800×600 の 12 インチ TFT テクニカル 

– 解像度 1024×768 の 15 インチ TFT テクニカル 

● アルファベットキー、数字キー、カーソルキー、コントロールキー付きメンブレン

式キーボード 

● ファンクションキーおよびソフトキー 

● 統合マウス 

● 電源、温度、ソフトキー、<Shift>および<ACK>ファンクションキー、ボタンの

LED 

● 外部 I/O 装置接続用前面取り付け USB 2.0 ポート。 前面から USB ポートにアクセ

スすることなく、すべての前面を使用できます。 

キーパネルのバリエーション 

● バックライト付きカラーディスプレイ 

– 12 インチ TFT テクニカル; 800×600 解像度 

– 15 インチ TFT テクニカル; 1024×768 解像度 

– 15 インチ TFT テクニカル; 解像度 1024×768 ピクセル、ステンレス鋼フロント

INOX 

– 19 インチ TFT テクニカル; 1280×1024 解像度 

● 電源および温度の LED 

● 外部 I/O 装置(INOX を除く)接続用前面取り付け USB 2.0 ポート。 前面から USB ポ

ートにアクセスすることなく、すべての前面を使用できます。 

詳細については、「仕様」セクションを参照してください。 
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2.2 特徴 
 

基本データ  

設計 パネルマウントデバイス、ボックス 

プロセッサ 
 

• Intel® Celeron™ P4505 モバイルプロセッサ 1.86 GHz、 
2 MB の二次キャッシュ、2 コア/2 スレッド 

• Intel® Core™ i3-330E モバイルプロセッサ 2.13 GHz、 
3 MB の二次キャッシュ、2 コア/4 スレッド、ハイパースレ

ッディング、仮想化 

• Intel® Core™ i7-610E モバイルプロセッサ 2.53 GHz、 
4 MB の二次キャッシュ、2 コア/4 スレッド、ハイパースレ

ッディング、ターボブーストおよび仮想化、AMT 

チップセット • Mobile Intel® QM57 Express チップセット 

メインメモリ  • 1 GB SDRAM (DDR3) 

• 4GB SDRAM (DDR3)まで拡張可能 

• ECC (オプション) 

アドオン用スロット  • 1× PCI (長さ 290 mm)と 1× PCI (長さ 185 mm) 

• 1× PCI (長さ 290 mm)と 1× PCI Express ×16 (長さ 185 mm)

グラフィック • Intel® HD グラフィックコントローラ、 
チップセット統合 2-D および 3-D エンジン、 
ダイナミックビデオメモリテクノロジ 
(最大 256 MB RAM を使用) 

• CRT:  
100 Hz / 32 ビット色深度で最大 1280x1024 
60 Hz / 32 ビット色深度で最大 1600x1200 
最大解像度： 
75 Hz / 16 ビット色深度で 2038x1536 

• DVI-I を使用した LCD: 60 Hz / 32 ビット色深度で

1600x1200 

電源  • 100 - 240 VAC、190 W、広範囲 

• 24 V DC、210 W 

両者とも NAMUR による過渡的な電圧損失ブリッジ対応: 最大

20 ms 

24V DC 電源は、逆極性に対し保護されています。 
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基本データ  

ドライブおよび記憶媒体 

大容量記憶装置  • 1× 3.5" ハードディスク、または 

• 2× 2.5" ハードディスク、または RAID1 システム 
容量は注文フォームを参照 

DVD ドライブ DVD バーナー 

フラッシュメモリ • CompactFlash カード用スロット 

• 1×ソリッドステートディスク 

インターフェース 

Ethernet  2×10/100/1000 Mbps (RJ45) 

PROFIBUS/MPI  12 Mbps (絶縁された電位、CP 5611 に互換性がある)、
オプション 

PROFINET 10/100 Mbps (CP 1616 搭載)、RJ45 3 個、オプション 

USB  • 外部: 4×USB 2.0 大電流 
(大電流で最大 2 台が同時に動作可能) 

• 内部: 1×USB 2.0 大電流 + 1×USB 2.0 小電流(10 ピン

オスコネクタ)、1×内部 USB スティック/ドングル用

USB 2.0 小電流 

• フロントパネルポート 1×USB 1.1、1×USB 2.0、 
両者とも大電流 

COM シリアル V.24 ポート 

モニタ  1×DVI-I (VGA モニタは DVI/VGA アダプタと接続可能、

DVI/VGA アダプタはアクセサリとして入手可能) 
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モニタおよび安全機能 

温度 • 許容温度範囲を超過した場合 

• 分析可能なアプリケーションプログラムからの

警告メッセージ: ローカル(DiagBase)、LAN 経

由(DiagMonitor、オプションで使用可能) 

冷却ファン • デバイスおよび電源ファンの故障 

• 分析可能なアプリケーションプログラムからの

警告メッセージ: ローカル(DiagBase)、LAN 経

由(DiagMonitor、オプションで使用可能) 

ウォッチドッグ • プログラム実行の監視機能 

• エラーの場合に再起動をパラメータ化すること

ができます。 

• 分析可能なアプリケーションプログラムからの

警告メッセージ: ローカル(DiagBase)、LAN 経

由(DiagMonitor、オプションで使用可能) 

LED 表示 2× LED (システムステータス表示用、ユーザーが

プログラム可能)1 

一時停電 バッファ時間最大 20 ms(全負荷時) 

バッファメモリ(オプション) 2 MB のバッテリバッファ SRAM1) 2) 

1) LED および SRAM の起動に DMAPI プログラミングインターフェースを使用可能 2)。 
これは、フォルダ「C:\Program Files\Siemens\DiagnosticManagement\DMAPI」にあり

ます。 

2) PROFIBUS または PROFINET インターフェース付きデバイスのみ 

オプションのアクセサリ(Box PC のみ)  

垂直取付ブラケット コントロールキャビネット内の Box PC の省スペー

ス設置用、ポートは上下または前方に向いている 

グラフィックアダプタ 

• DVI-I から VGA へのアダプタ VGA ポートを備えたモニタを Box PC に接続する

場合に使用 

• DVI-I から VGA および DVI Y
へのアダプタ(デュアルディス

プレイ) 

2 台のモニタを Box PC に接続する場合に使用 
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オプションによる拡張  

SIMATIC PC DiagMonitor ソフト

ウェア 
 ≥ V 4.2  

ローカルおよびリモート SIMATIC PC のモニタリ

ング用ソフトウェアツール: 

• ウォッチドッグ 

• 温度 

• 冷却ファン速度 

• ハードディスクのモニタリング(SMART) 

通信: 

• Ethernet インターフェース(SNMP プロトコル) 

• SIMATIC ソフトウェアでの統合用 OPC 

• クライアントサーバー構成 

• ログファイルのレイアウト 

SIMATIC IPC Image & Partition 
Creator 

ローカルデータバックアップおよびハードディス

クのパーティション設定用ソフトウェアツール 
 

 

ソフトウェア  

オペレーティングシステム  • なし 

• プレインストール済み/起動済み/リストア

CD/DVD で使用可能： 

– Windows Embedded Standard 2009 

英語(CompactFlash で提供) 

– Windows XP Professional MUI 1) 

– Windows 7 Ultimate MUI 1) 

1) MUI: 多言語ユーザーインターフェース、6 言語(英語、ドイツ語、フランス語、スペ

イン語、イタリア語、中国語) 
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2.3 IPC677C のアクセサリ 
 

アクセサリ コメント 注文番号 

タッチパネルを埃や傷から守るフィ

ルム 
12 インチタッチパネル用 
15 インチタッチパネル用 
19 インチタッチパネル用 

  
 
6AV7671-2BA00-0AA0 
6AV7671-4BA00-0AA0 
6AV7672-1CE00-0AA0 

ファンクションキーのラベル付け用

フィルム 
(ラックマウント型ラベル)  

ラックマウント型ラベルの印刷テンプ

レートは「マニュアルとドライバ」CD
にあります。 

6AV7672-0DA00-0AA0 

タッチペン  6AV7672 - 1JB00 - 0AA0 

DVI / VGA アダプタ  6ES7648-3AB00-0XA0 

外部 USB ディスクドライブ 1 m 接続ケーブル 6FC5235-0AA05-1AA1 

PCI multi-I/O モジュール パラレルポートとシアルポートを提供

(各 1) 
6ES7648-2CA00-0AA0 

SIMATIC PC のイメージクリエータ

ソフトウェア 
ローカルへのデータ保存用ソフトウェ

アツール 
6ES7648-6AA03-0YX0 

DDR2 RAM、DIMM 拡張のモジュ

ール 
512 MB 
1 GB 
2 GB 

6ES7648-2AG30-0HA0 
6ES7648-2AG40-0HA0 
6ES7648-2AG50-0HA0 

DDR3 RAM、DIMM 拡張のモジュ

ール 
1 GB 
2 GB 
1 GB、ECC 
2 GB、ECC 

6ES7648-2AH40-0KA0 
6ES7648-2AH50-0KA0 
6ES7648-2AH40-1KA0 
6ES7648-2AH50-1KA0 

インターネット:http://www.siemens.com/automation/mall (http://mall.automation.siemens.com) 
に注文情報があります。 

 
 
 
 
 
 

http://mall.automation.siemens.com/�
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9.2.3.2 英数字と数字キー 

英数字キー 

英数字キーを使用して文字、特殊文字、余白、下線を入力します。  

 
(1) 下線 
(2) スペース文字 

図 9-3 英数字キー2 

 

小文字と大文字の切り替え 

事前定義の英数字キーの割り当てを使用して小文字を入力します。 大文字を入力する

には、以下のように実行します。 

1. <Shift>キーを押したままにします。 

2. 同時に必要な英数字キーを有効にします。 表示された大文字が入力されます。 

3. 小文字を入力するには、<Shift> キーを離します 。 

4. しかし、<FN>および<Shift>キーを使用して[キャップスロック]機能も有効にできま

す。 <Shift>キーの LED も点灯します。 

数字キー 

事前定義の数字キーの割り当てを使用して、「0」～「9」の数字、特殊文字、たとえば

小数点を入力します。  
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特殊文字、演算符号、記号を入力します。 

特殊文字、演算符号、記号もほとんどの英数字キーと数字キーに割り当てられます。 
これらの記号は、左上キーの白いシンボルによって示されます。 記号の入力するには、

以下のように実行します。 

1. <FN>コントロールキーを押したままにします。 

2. 同時に必要な英数字キーまたは数字キーを有効にします。 表示された特殊文字、演

算符号または記号が入力されます。 

3. 事前定義された割り当ての記号を再入力するには、<FN>キーを離します。 

9.2.3.3 カーソルキー 

カーソルキーを使用して、書き込みマークをナビゲート、スクロール、移動します。 
カーソルキーは、PC キーボードの通常キーに対応します。 

 
(1) <Left>キー 
(2) <Up>キー 
(3) <Right>キー 
(4) <Down>キー 
(5) 位置 1 キー(ホーム) 
(6) <Page up>キーー 
(7) <Page down>キー 

図 9-4 カーソルキー  



 操作 
 9.2 キーパネル付き装置 

SIMATIC HMI IPC677C 
操作説明書, 01/2011, A5E03725252-01 103 

9.2.4 外部キーボード 

キーボードレイアウトは「英語/USA 国際」に設定されています。 「英語/USA 国際」

レイアウト以外のレイアウトのキーボードを使用する場合、 内部キーボードおよび外

部キーボードのキーコードはもう対応しません。 

9.2.5 ファンクションキーとソフトキーのラベル付け 

適用範囲 

このセクションは、キーパネル付きコントロールユニットに適用されます。 

はじめに 

コントロールユニットには 2 つの水平キーパッドと 2 つの垂直キーパッドがあります。

必要に応じてキーに特殊機能を割り当てます。 キーにアクセサリからのラベリングス

トリップをラベル付けします。 
 

 注記 
装置にはラベリングストリップが提供されます。 

 

注意  
ラベル付け 
ファンクションキーとソフトキーにラベル付けし、プロジェクトで一致させます。 プ
ロジェクトへの参照がないラベル付けは、システムの不正な操作につながります。 

 

手順 

1. たとえば、「マニュアルとドライバ」CD にある MS Word の印刷フォーマットテン

プレートを使用して、レーザープリンタで DIN A4 フィルムにラベル付けします。 

2. 前もって印刷したラインに沿ってラベルをカットします。 

  注記 
インクが乾くまで、手書きのラベルを差し込まないでください。  

3. コントロールユニットの背面にあるスロットにラベリングストリップを差し込みま

す。 
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図 9-5 12 インチのキーパネルの例を用いたコントロールユニットの背面 

 図に類似、装置から外せる 

(1) 長いラベリングストリップのスロット、垂直キーパッド 

(2) 短いラベリングストリップのスロット、水平キーパッド 

(3) ラベリングストリップのスロット、水平キーパッド 

9.2.6 統合マウスの使用 
統合マウスの丸い中ボタンを押す位置によって、カーソルが移動する方向が決まります。 
押す度合いによって、カーソルの速度が決まります。 
統合マウスを使用する代わりに、フロント USB ポートに外部マウスを接続することも

できます。  

 
図 9-6 統合マウス 
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9.3 タッチパネル付き装置 
個々のバリエーションは寸法やディスプレイのサイズが異なります。 

 

図 9-7 15 インチタッチパネルの例 

 

(1) タッチパネル付きディスプレイ 

(2) USB ポート(オプション) 

9.3.1 タッチパネルの操作 

タッチセンサーが備えてあるためタッチに敏感なディスプレイでは、アプリケーション

固有のユーザーインターフェースエレメント、たとえばボタンが表示されます。 指で

コマンドボタンを触れると、ボタンに割り当てられた機能が起動します。 
次の圧力タイプを使用できます。 

● ポイントで半径 1 mm のタッチペンを使用。25 g。 

● 直径 1.6 cm のシリコン指を使用。50 g。 

注意 
 

 

タッチパネルの 1 点だけをタッチします。一度に複数点タッチしないでください。 
予期しない反応が起こることがあります。 
以下の状況の時に画面をタッチしないでください。 
- 起動中  
- USB コンポーネントの差し込み時または引き抜き時 
- スキャンディスクの実行中  
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注意 
 

 

不正操作による装置への障害 
指または承認されたペンでタッチパネルを操作します。 
決して硬い、尖った物体を使用しないでください。 

タッチペン 

タッチペンはアクセサリとして使用できます。 

 

図 9-8 タッチペン 

 

寸法 

長さ 155 mm 

最大長 20 mm 
 

 

注意 
 

キーへの障害 
タッチペンはキー操作に適していません。 

 

下記も参照 

IPC677Cのアクセサリ (ページ 29)
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機能 10
10.1 はじめに 

機能 

基本バージョンの装置には、既に以下の表示、モニタリングおよびコントロールの機能

があります。 

● 温度のモニタリング(温度上限/下限表示) 

● ウォッチドッグ(コンピュータのハードウェアまたはソフトウェアのリセット) 

● S.M.A.R.T.機能を使用した、ハードディスク、CompactFlash カードおよび SSD ド

ライブのモニタリング 

● 動作時間メーター(累積動作時間の情報) 

● バッテリ残量のモニタリング 

● ATM (アクティブ管理テクノロジ) 

SIMATIC PC DiagBase ソフトウェア 

SIMATIC PC DiagBase ソフトウェア(製品パッケージに含まれています)を使用すると、

表示、モニタリングおよびコントロールの機能を使用できます。 「DiagBase 
Management Explorer」アプリケーションを一般的なモニタリング用に、「DiagBase 
Alarm Manager」を個別アラームの通知用に使用します。  

DiagBase ソフトウェアの DMAPI プログラミングインターフェースは、「マニュアル

とドライバ」DVCD のフォルダ"\Drivers\DiagBase\program 
files\Siemens\DiagnosticManagement"にあります。 

SIMATIC PC DiagBase ソフトウェアの機能に関する詳細情報は、オンラインヘルプを

参照してください。 

SIMATIC PC DiagMonitor ソフトウェア 

SIMATIC PC DiagMonitor ソフトウェアは、CD で注文できます(製品と一緒には出荷さ

れません)。 CD には、ネットワーク対応のモニタリングソフトウェア、モニタ対象の

ステーション用ソフトウェアおよびカスタムアプリケーション作成用ライブラリが格納

されています。  
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ATM (アクティブ管理テクノロジ) 

AMT は、コンピュータのリモート保守用のインテルのテクノロジです。 AMT PC をリ

モートでオン、オフし、BIOS セットアップをリモートで起動します。 ISO ファイルに

よって、種々のオペレーティングシステムをブートできます。 

10.2 温度のモニタリング 

温度モニタリング  

温度は、装置のいくつかの場所でモニタされます。 とりわけ、1 つ目の熱電対はプロセ

ッサの温度、もう 1 つは電源の周囲温度、そして 3 つ目の熱電対は DVI ポート脇の通

気孔温度をモニタします。  

温度値の 1 つが設定温度しきい値を超えると、以下のエラー反応動作がトリガされます。 

 

応答 オプション 

装置および CPU の冷却ファンが最大速度

に設定される。 
なし 

DiagBase または DiagMonitor ソフトウェ

アを有効にする 
なし 

温度エラーは、通常操作状態では発生しません。 温度エラーが発生した場合は、次の

考えられる原因をチェックします。 

● 冷却ファンの開口部がカバーされていないか 

● 冷却ファンが適切に機能しているか 

● 周囲温度が指定範囲内にあるか 

● 電源の総出力が指定された限界内にあるか 

温度エラーは、温度がしきい値以下になり、以下のいずれかの方法でリセットされるま

で、メモリに保持されます。 

● モニタリングソフトウェアによるエラーメッセージの確認 

● 装置の再起動 
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10.3 ウォッチドッグ(WD) 

機能 

ウォッチドッグは、IPC の実行をモニタして、IPC のクラッシュをさまざまな反応によ

ってユーザーに報告します。  

ウォッチドッグは、PC のスイッチが入っている、または HW-RESET(コールド再起動)
後、すなわち WD がトリガされた反応がない場合はアイドル状態です。 

WD の反応 

ウォッチドッグが設定時間内にトリガされなかった場合、次の反応がトリガされます。 

応答 オプション 

WD の確認 なし 

PC リセットをトリガする 選択可能 

DiagBase または DiagMonitor ソフトウェ

アを有効にする 
なし 

ウォッチドッグモニタ時間(TWD)  

モニタ時間は、3～255 秒の範囲内で 1 秒刻みで設定することができます。 
 

 注記 
ウォッチドッグ有効時(つまりウォッチドッグ実行中)にモニタ時間が変更されると、ウ

ォッチドッグは再トリガされます! 
 

10.4 ファンモニタリング 
この機能は筺体と電源ファンの動作をモニタします。 冷却ファンが故障すると、以下

の反応がトリガされます。 

応答 オプション 

DiagBase または DiagMonitor ソフトウェ

アを有効にする 
なし 

ファンのエラーは、ファンの障害が解決され、以下のいずれかの方法でエラーがリセッ

トされるまでメモリに保持されます。 

● モニタリングソフトウェアによるエラーメッセージの確認 

● 装置の再起動 
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10.5 ステータス表示 
ステータス表示は、2 つの 7 セグメント表示器と 2 つの 3 色 LED で構成されています。  

 

① LED H1 

② 2×7 セグメント表示器 

 

③ LED H2 

7 セグメント表示器の機能 

BIOS の起動時に個々のテストステップの POST コードが表示されます。 エラーが発生

すると、直前に開始されたテストステップの POST コードが表示されます。 エラーな

しで起動が完了すると、コード 00 が表示されます。 

必要に応じて、アプリケーションコードも表示することができます。 

LED H1、H2 の機能 

BIOS の起動時に、2 つの LED が 3 色(赤、黄および緑)で点灯して動作をテストします。 
エラーなしで起動が完了すると、2 つの LED が消灯します。 

必要に応じて、アプリケーションは 2 つの LED をトリガします。 
 

 注記 
プログラミングインターフェースおよびサンプルプログラムは、「マアニュアルとドラ

イバ」DVD の"Drivers\DiagBase\program files\Siemens\DiagnosticManagement"フォル

ダにあります。 
 

10.6 SRAM バッファメモリ 
アプリケーションが電源異常に続いてデータを格納するために、マザーボードはバッテ

リバッファ SRAM を備えています。 AC 電源で 20 ms 以上、または DC 電源で 5 ms 以

上の障害が発生した場合、NAU 信号でこの状況が通知されます。 

バッファ RAM にデータをコピーするための使用可能時間は、少なくとも 10ms です。 
この時間の間に、全負荷時で 128 KB を保存することができます。それより小さいコン
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7. コンピュータユニットを下に注意深く置きます。 

8. 必要に応じて、以下のようにコントロールユニットを取り外します。 

– ネジの取り付け コントロールユニットが落ちないように注意して、ネジを外しま

す。 

– クランプの締め付け コントロールユニットを取り付け壁にしっかり固定したクラ

ンプを外します。 

 
図 11-2 コンピュータユニットの他のポート 

 

 図に類似、装置から外せる 

(1) 表示ケーブル(タッチパネル用 > 15", 2 個) 

(2) USB ケーブル 

(3) IO USB ケーブル 

据え付けない状態での装置の分離 

代替策として、装置を完全に取り外し、据え付けない状態でコントロールユニットとコ

ンピュータユニットを互いに分離します。 コントロールユニットから取り外された処

理ユニットの取っ手(4)が曲がらないように、処理ユニットの表面を下にして置きま

す。 
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コンピュータユニットへのオペレータのコントロールユニットを取り付け 

オペレータのコントロールユニットをコンピュータユニットに取り付けるには、手順を

逆に実行します。 
 

注意 
 

コントロールユニットと処理ユニットを共に取り外す場合、フラットバンドケーブル

が正しく折り畳まれ、圧がかかっていないことを確認します。 
 

 

11.7 拡張とパラメータの割り付け 

11.7.1 装置を開ける 
 

注意 
 

装置を開ける作業は、許可を受けた有資格者だけが行えます。 保証期間内では、メモ

リの拡張と拡張カードモジュールの取り付けのみが認められています。 
 

注意  
装置には、静電気によって破損する可能性のある電子部品が内蔵されています。 
したがって、装置を開ける前に予防措置を講じる必要があります。 静電気の影響を受

ける部品 (ページ 291)の取扱いに関するESDのガイドラインを参照してください。 
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ツール 

装置に関するすべての取り付け作業は、Torx T6、T10、T15 および T20 のネジ回しを

使用して行うことができます。 

準備 

装置を主電源から切り離します。 

免責事項  

すべての技術データおよび認可は、シーメンス社から発売された拡張ユニットに限って

適用されます。  

シーメンス社は、サードパーティ製の装置または部品の使用によって生じた機能障害に

ついては責任を負わないものとします。  

構成部品の取り付け指示に従ってください。 本装置の UL 規格認定は、UL 認定部品を

「適合条件」に従って使用した場合に限って適用されます。 
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装置を開けます。  

 

装置を開ける手順 

1 ネジ①を外します。 

 

2 カバーを上へ揺り動かして

取り外します。 
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11.7.2 メモリの拡張 

11.7.2.1 メモリモジュールの取り外し/取り付け 

メモリの拡張オプション  

マザーボードにはメモリモジュール用のスロットが 2 つ装備されています 184 ピン

DDR3 RAM チップ用(バッファリングなし、ECC なし/あり)。 これによって、最大 4 
GB の装置メモリを拡張することができます。そのうち約 3.2 GB をオペレーティング

システムとアプリケーションに使用することができます。 1 つまたは 2 つのモジュール

を取り付けることができます。 

 

組み合わせ スロット X19 スロット X20 最大拡張 

1 1 GB / 2GB / 4 GB  4 GB 

2 1 GB / 2GB / 4 GB 1 GB / 2GB / 4 GB 8 GB 
 

 

 注記 
モジュールはどちらのスロットにも取り付けることができます。 

 

準備 

装置の主電源を切って、すべてのケーブルを抜きます。 
 

注意 
 

PCBS の電子部品は静電気放電の影響を非常に受けます。 こういった部品を扱うとき

は、常に適切な予防策を講じてください。 静電気の影響を受ける部品の取扱いに関す

る ESD 指令を参照してください。 
 

通知 
 

シーメンス社の認可を受けたメモリモジュールを使用するよう強くお勧めします。 シ
ーメンス社は、サードパーティ製のメモリモジュールの使用によって生じた機能障害

については責任を負わないものとします。 
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メモリモジュールの取り付け  

メモリモジュールの組み込み方法 

1 装置 (ページ 122)を開けます。 

2 RAM モジュールのピン側のど

こに(極性を持つ)切り欠き①が

あるか、挿入する前に確認して

おいてください。 

 

3 モジュールを下方に少し力をか

けて挿入し、ロックが定位置に

嵌まるまで押します。 

 

4 装置を閉めます。 

メモリモジュールの取り外し 

メモリモジュールを取り外すには 

1 装置 (ページ 122)を開けます。 

2 左右のロック機構を解除しま

す。 

 

3 メモリモジュールをスロットから引き抜きます。 

4 装置を閉めます。 

現在のメモリコンフィグレーションの表示  

新しいメモリモジュールが自動的に検出されます。 装置の電源を投入してから<F2>を
押して BIOS セットアップを起動すると、現在のメモリサイズが[Total Memory]に表示

されます。 



 サービスとメンテナンス 
 11.7 拡張とパラメータの割り付け 

SIMATIC HMI IPC677C 
操作説明書, 01/2011, A5E03725252-01 127 

11.7.3 PCI/PCIeカードの取り付け 

11.7.3.1 モジュールに関する注記 

装置は、PCI仕様V 2.2 に適合するモジュール対応に設計されています。 5 V 32 ビット

PCIモジュール、ユニバーサル(5 V & 3.3 V) 32 ビットPCIモジュール、およびPCI 
Express x16 モジュールが動作可能です。 許容されるモジュール寸法は、増設モジュー

ルの取り付け用外形図 (ページ 212)セクションに指定されています。 

11.7.3.2 拡張モジュールの取り付け/取り外し 

準備 
装置を主電源から切り離します。 

増設モジュールの取り付け  

 

増設モジュール(PCI/PCI Express カード)の組み込み方法: 

1 装置 (ページ 122)を開けま

す。 

2 固定ネジ④を緩め、モジュー

ルブラケット⑤を取り外しま

す。  

3 予定のスロットからスロット

カバー①を取り外します。 

4 増設モジュール②を用意した

スロットに挿入します。 
PCI モジュールが長い場合

は、ガイドレール⑥に従って

ください。 

5 モジュールブラケットを取り

付けて、スライダ③を挿入し

ます。 

6 増設モジュールのスロットカ

バー①を締め付けます。  

7 装置を閉めます。 
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スライダを挿入する 

スライダを使用するときは、以下のように進めます。 

 

スライダを挿入するには 

1 スライダをガイドスロットに

通して、確実にモジュールに

着座するまで押し込みます。 
モジュールをスロットに挿入

します。 

 
 

 

注意 
 

モジュールには力をかけないでください! スライダをモジュールに押し込める際には、

余分な力をかけないで入れてください。 
 

 

 

2 スライダの残りを切り取

る: ナイフを使用してブラ

ケット上端部でスライダ

に切り込みをいれ、この

部分を取り除きます。 サ
イドカッターを使用して

残りの部材を切り取りま

す。 

 

リソースの割り付けに関する注記  

PCI カード用の 2 つのスロットにはそれぞれ排他的割り込みがあります。 PCI IRQ コ

ードの PCI スロットへの割り付けに関する情報は、Auto-Hotspot セクションまたは

Auto-Hotspot セクションで参照できます。 
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11.7.4 ドライブの取り付け 

11.7.4.1 ディスクドライバ取り付けのオプション 

ハードディスクドライブおよび光学ドライブ用のドライブベイモジュール  

DVD バーナードライブベイマウント 項

目 
詳細 

① DVD バーナードライブ用ス

ロット 

 

② DVD バーナードライブベイ

マウント 

 

3.5"ハードディスクドライブ 項

目 
詳細 

① 3.5"ドライブ×1 用スロット 

 

② 3.5"ドライブ×1 用のハード

ディスクドライブベイ 

 

2.5"ハードディスク×2 項

目 
詳細 

① 2.5"ハードディスク用スロ

ット×2 

 

② 2.5"ハードディスク用ハー

ドディスクドライブベイ 
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11.7.4.2 ドライブベイモジュールの取り付け/取り外し 

準備  

装置を主電源から切り離し、すべての接続ケーブルを取り外します。 

ハードディスクドライブおよび光学ドライブ用のドライブベイモジュールを取り外す 

 

ドライブベイを取り外す手順 

1 ネジ 4 本①を外します。 

 

2 ハードディスクおよび光学

ドライブ用ドライブベイモ

ジュールを取り出します。 
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通知 

 
 

装置動作中にバッテリを交換することもできます。この場合、装置には一切触らな

いでください。 装置の電源を事前に切っておくようお勧めします。 

バッテリの交換 

以下の概略手順に従って行います。 

 

バッテリを交換する手順 

1 バッテリケースを開けます。 

 

2 バッテリホルダーを取り外しま

す。 
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バッテリを交換する手順 

3 ケーブルを切り離します。 

 

4 古いバッテリを取り外します。 

5 新しいバッテリを固定し、バッテリホルダを再び挿入します。 

6 バッテリケースを閉めます。 

BIOS セットアップの再設定 

バッテリの交換に 30 秒以上かかると、装置の CMOS 設定データが削除され、BIOS セ

ットアップでの再設定が必要になります。 BIOS プロファイル｢ユーザー｣を使用する場

合、新しい設定をする必要はありません。 

11.8.4 電源の取り外し/取り付け 
 

警告  
許可され訓練を受けた作業者だけが、電源ユニットを交換することができます。  

 

準備 

1. 装置を主電源から切り離し、すべての接続ケーブルを取り外します。 

2. 装置 (ページ 122)を開けます。 
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電源ユニットの取り外し 

 

電源モジュールを取り外すには 

1 ハードディスクと DVD バーナー用ドライブベイモジュールを取り外します。 

2 ネジ①を緩め、電源カバーを

取り外します。 

 

3 ネジ① (Torx T10)を外しま

す。 

 

4 電源モジュールから電源プラ

グ①を引き抜きます。 

 

6 電源モジュールを取り出します。 
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11.8.5 バスボードの取り付け/取り外し 

準備 
1. 装置を主電源から切り離し、すべての接続ケーブルを取り外します。 

2. 装置 (ページ 122)を開けます。 

バスボードの取り外し 

バスボードを取り外すには 

1 スロットからすべてのモジュールを取り外します。 

2 ハードディスクと DVD バーナー用ドライブベイモジュールを取り出します。 

3 ネジ①を緩め、電源カバーを取

り外します。 

 

4 電源を取り外します。 

5 バスボードのネジ①を取り外し

ます。 

 

6 筐体のネジを緩めます。 

 

7 マザーボードからバスボードを引き抜きます。 
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11.8.6 マザーボードの取り付け/取り外し 

準備 

1. 装置を主電源から切り離し、すべての接続ケーブルを取り外します。 

2. 装置 (ページ 122)を開けます。 

マザーボードの取り外し  

 

マザーボードを取り外すには 

1 ハードディスクと DVD バーナー用ドライブベイモジュールを取り外します。 

2 ネジ②を取り外します。 モジュ

ールブラケット①を取り外しま

す。 

 

3 電源カバーを取り外します。 

5 電源を取り外します。 

4 バスボードを取り外します。 

6 マザーボードのすべてのケーブル接続をその位置をメモしながら外します。 

7 ネジ① (6 本)を取り外してから、ネジ② (4 本)を取り外します。 プロセッサヒー

トシンクを取り外します。 
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マザーボードを取り外すには 

 

8 六角ボルト(6 本)をポートから取り外します。 

 

9 マザーボードを取り外します。 



サービスとメンテナンス  
11.8 ハードウェアコンポーネントの取り外しと取り付け 

 SIMATIC HMI IPC677C 
148 操作説明書, 01/2011, A5E03725252-01 

11.8.7 ファンの取り付け/取り外し 

準備  

1. 装置を主電源から切り離します。 

2. 装置 (ページ 122)を開けます。 

冷却ファンを取り外す  

 

冷却ファンを取り外すには 

1  冷却ファンプラグ①をマザー

ボードから引き抜きます。 

 

2 筐体の 4 本のプラスチックリ

ベット①を緩めます。 

 

3 冷却ファンを筐体から取り出します。 
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冷却ファンの取り付け 
 

通知 
 

常に同じタイプの冷却ファンを取り付けてください! 
 

 

冷却ファンのマウント位置 

形状は正しいマウント位置を示し

ています。 

冷却ファンエンクロージャの矢印

方向に注意してください! 

 

11.8.8 電源ファンを取り付ける/取り外す 

準備  

1. 装置を主電源から切り離します。 

2. 装置 (ページ 122)を開けます。 

3. 電源を取り外します。 
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冷却ファンを取り外す 

 

冷却ファンを取り外すには 

1  冷却ファンコネクタ①を引き

出します。 

 

2 筐体のネジ 4 本①を緩めま

す。 

 

3 冷却ファンを筐体から取り出します。 

冷却ファンの取り付け 
 

通知 
 

常に同じタイプの冷却ファンを取り付けてください! 
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表 15- 1 IPC677C の寸法(mm 単位) 

キーパネル タッチパネル コントロール

ユニット 12" TFT 15" TFT 12" TFT 15" TFT 
 

15" TFT 
INOX 

19" TFT

A 482.6 482.6 400.0 482.6 482.6 482.6 

B 310.3 354.8 310.3 310.3 310.3 400.0 

C 447.2 447.2 366.0 450.0 450.0 450.0 

D 314.9 314.9 314.9 314.9 314.9 314.9 

E 30.8 49.8 37.8 46.6 46 56.1 

F 39.8 59.8 48.3 58.6 60 68.1 

G 288.3 324.4 288.3 288.3 288.3 378.0 

H 270.4 270.4 270.4 270.4 270.4 270.4 

l 104.5 123.5 123.0 120.3 126 129.5 

J 121.9 140.9 141 138 135 147 

K 10.5 10.5 10.5 10.5 6 10.8 

L 41.9 30.0 53.4 24.4 20 18.4 

M  350.6 369.0 369.1 366.5 371 375.6 

N 59.3 48.1 70.8 41.8 38.1 35.8 
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15.2 増設モジュールの取り付け用外形図 

 

図 15-3 ショート PCI モジュールまたは PCI Express モジュール 

 

図 15-4 最大サイズの PCI モジュール 
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詳細な説明 16
16.1 マザーボード 

16.1.1 マザーボードの構造と機能 

マザーボードの基本的なコンポーネントは、プロセッサおよびチップセット、メモリモ

ジュール用のスロット 2 つ、内部インターフェースと外部インターフェースおよびフラ

ッシュ BIOS です。  

 

 

① プロセッサヒートシンク  

② バスボード用スロット 

③ メモリモジュールスロット×2 
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16.1.2 マザーボードの技術的特徴 

コンポーネント/イ
ンターフェース 

説明 特性 

チップセット  シングルチップセット • Mobile Intel® QM57 Express Chipset 

BIOS  ソフトウェアによる更新 • InsideH20 セットアップユーティリテ

ィー 
Rev. 3.x 

CPU  • Intel® Celeron P4505 
1.86 GHz 

• Intel® Core i3-330E 
2.13 GHz 
 

• Intel® Core i7-610E 
2.53 GHz 

• 2 M バイトの二次キャッシュ、2 コア

/2 スレッド 

• 3 M バイトの二次キャッシュ、2 コア

/4 スレッド、ハイパースレッディン

グ、仮想化 

• 4 MB の二次キャッシュ、2 コア/4 スレ

ッド、ハイパースレッディング、ター

ボブーストおよび仮想化、AMT 

メモリ  最大 4 GB SDRAM DDR3
のソケット 2 個  

• 64 ビット/72 ビットデータバス幅(ECC
なし/ECC あり) 

• 3.3 V 

• SDRAM DDR3 (PC3-8500 仕様に準拠) 

グラフィック  チップセットに搭載 • オンボード Intel®グラフィックメディ

アアクセラレーターHD グラフィック

コントローラ、 
チップセットに統合された 2-D および

3-D エンジン 

• ダイナミックビデオメモリテクノロジ 
(最大 256 MB の RAM を使用) 

• CRT:  
100 Hz / 32 ビット色深度で最大

1280x1024 
60 Hz / 32 ビット色深度で最大

1600x1200 
最大解像度： 
75 Hz / 16 ビット色深度で 2038x1536 

• DVI-I を使用した LCD: 60 Hz / 32 ビッ

ト色深度で 1600x1200 
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コンポーネント/イ
ンターフェース 

説明 特性 

ハードディスク 2 チャンネル、シリアル

ATA 
3.5"/2.5"シリアル ATA、ハードディスク

容量は注文書を参照 

• - 3 Gbps データ伝送速度 
- NCQ (Native Command Queuing、 
 SATA II プロパティ)をサポート 

CompactFlash カード  フラッシュメモリ 

ソリッドステートディスク  

RAID オンボードシリアル ATA • Intel BD82QM57 
RAID 0、1、0+1 

DVD バーナー3 接続、シリアル ATA • UDMA 対応、ATA33 

PROFIBUS/MPI 2 通信ポート SIMATIC S7 • 電位絶縁済み 1 CP 5611 互換 

• 12 Mbps 

PROFINET 2 PROFINET 用の通信イン

ターフェース 
IO アプリケーションと

SIMATIC のインストール 

• 10/100 Mbps、絶縁 1 

 

• CP 1616 互換型の 3 ポートインターフ

ェース 

USB  Universal Serial Bus • 外部: ポート側に 4 x USB 2.0 
(大電流で同時に最大 2 つが動作可能) 

• 内部で使用可能な USB 3 個： 2×拡張

としての USB インターフェースによ

るカバーとの接続用 - 1×UFD 用 

• フロントパネルポート:  
1 x USB 2.0 (大電流)、1 x USB 1.1 (大
電流) 

Ethernet  2×10BaseT/100Base-TX  • 10/100/1000 Mbps、絶縁 1 

• Ethernet 1: Intel 82577 L、AMT 機能、

ジャンボフレーム(最高 4088 バイト)を
サポート 

• Ethernet 2: Intel 82574 L、ジャンボフ

レーム(最高 9014 バイト)をサポート 
1 安全特別低電圧回路(SELV)内で電気的に絶縁されている 
2 オプション派生製品 
3 選択されたデバイスの設定に依存 
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16.1.3 マザーボードのインターフェース位置 

ポート  
装置のマザーボードは、以下のインターフェースを特徴としています。 

● 外部装置接続用インターフェース 

● 内部コンポーネント(ドライブ、バスボード等)用インターフェース 

 

図 16-1 マザーボードのインターフェース 

* オプション派生製品 
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16.1.4 外部ポート 

 

図 16-2 ポートのコネクタピンの割り付け 

* オプション派生製品 

 

インターフェー

ス 
位置 コネク

タ 
説明 

USB 2.0 外部 X60 
 

下段 USB チャンネル 0、上段 USB チャンネル 1 
下段 USB チャンネル 2、上段 USB チャンネル 3 

PROFIBUS/MP
I 

外部 X4 9 ピン、標準ソケット、絶縁型インターフェース 

PROFINET 外部 X3 RJ45 ポート 3 つ 

Ethernet 外部 X1 
X2 

第 1 RJ45 ポート 
第 2 RJ45 ポート 

DVI-I 外部 X70 26 ピンソケット 

CompactFlash 外部 X50 50 ピン CF ソケット、タイプ I/II 

COM1 外部 X30 シリアルポート 

USB ポート、X60  

ユニバーサルシリアルバスインターフェースには、以下のピン配列があります。 
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USB インターフェース 

 

ピン番

号 
簡単な説明 意味 入力/出力 

1 VCC + 5 V (ヒューズ付き) 出力 

2 - データ データチャンネル 入力/出力 

3 + データ データチャンネル 入力/出力 

4 GND 接地 – 

コネクタはタイプ A です。 

ポートはすべて大電流 USB (500 mA)として設計されていますが、大電流として同時に

使用できるのは最大 2 つのみに限ります。 
 

注意 
 

ボックス PC に、電圧をフィードバックする USB デバイスは接続できません。 
 

4×PROFIBUS/MPI インターフェース  

 

PROFIBUS/MPI インターフェース 1 

 

ピン番

号 
簡単な説明 意味 入力/出力 

1 – 割り付けなし – 

2 – 割り付けなし – 

3 LTG_B MPI モジュールの信号線 B 入力/出力 



 詳細な説明 
 16.1 マザーボード 

SIMATIC HMI IPC677C 
操作説明書, 01/2011, A5E03725252-01 219 

PROFIBUS/MPI インターフェース 1 

4 RTS_AS RTSAS、受信データストリームの制御

信号です。 この信号は、直接接続され

ている AS が送信しているときは「1」
です。 

入力 

5 M5EXT 5 V 電源の M5EXT リターン線(GND)で
す。 P5EXT と M5EXT の間に接続され

た外部機器によって生じる電流負荷は、

90 mA を超えてはなりません。 

出力 

6 P5 EXT 5 V 電源の P5EXT 電源(+5 V)です。 
P5EXT と M5EXT の間に接続された外

部機器によって生じる電流負荷は、90 
mA を超えてはなりません。 

出力 

7 – 割り付けなし – 

8 LTG_A MPI モジュールの信号線 A 入力/出力 

9 RTS_PG MPI モジュールの RTS 出力信号です。 
プログラミング装置が送信しているとき

の制御信号は「1」です。 

出力 

シール

ド 
 コネクタケーシング上  

1 オプション派生製品 

PROFINET LAN X3 ポート P1、P2、P3  

 

PROFINET インターフェース 1 

 

ピン番

号 
簡単な説明 意味 入力/出力 

1 RD+ データ受信* 入力 

2 RD- データ受信* 入力 
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PROFINET インターフェース 1 

3 TD+ データ送信* 出力 

4, 5 1) SYMR 内部 75 オーム終端抵抗付き _ 

6 TD- データ受信* 出力 

7, 8 1) SYMT- 内部 75 オーム終端抵抗付き _ 

S  シールド  

 LED 1 緑色点灯: リンク  

 LED 2 黄色点灯: アクティビティ  

* 自動ネゴシエーションと自動クロスオーバーをサポート 

1 オプション派生製品 

Ethernet RJ45 接続、X1、X2  

 

Ethernet RJ45 接続 

 

ピン番

号 
簡単な説明 意味 入力/出力 

1 BI_DA+ 双方向データ A+ 入力/出力 

2 BI_DA- 双方向データ A- 入力/出力 

3 BI_DB+ 双方向データ B+ 入力/出力 

4 BI_DC+ 双方向データ C+ 入力/出力 

5 BI_DC- 双方向データ C- 入力/出力 

6 BI_DB- 双方向データ B- 入力/出力 

7 BI_DD+ 双方向データ D+ 入力/出力 

8 BI_DD- 双方向データ D- 入力/出力 

S  シールド – 
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付録 A
A.1 認証とガイドライン 

A.1.1 ガイドラインおよび宣言 

CE マーキング関する注記 

 

 このマニュアルに記載されている SIMATIC 製品には、以下が適用されます。 

EMC 指令 

AC 電源 

AC 電源付き装置は、EC 指令「2004/108/EC 電磁適合性」の要件を満たし、CE マーキ

ングに従う以下のアプリケーション分野を対象としています。 

 

適用範囲 必要条件 

 干渉エミッション 耐干渉性 

工業 EN 61000-6-4: 2007 EN 61000-6-2: 2005 

本装置は規格 EN 61000-3-2:2006 (高調波電流)および EN 61000-3-3:1995 
+A1:2001+A2:2005 (電圧変動とフリッカ)にも準拠しています。 

DC 電源 

DC 電源付き装置は、EC 指令「2004/108/EC 電磁適合性」の要件を満たし、CE マーキ

ングに従う以下のアプリケーション分野を対象としています。 

 

適用範囲 必要条件 

 干渉エミッション 耐干渉性 

工業 EN 61000-6-4:2007 EN 61000-6-2: 2005 
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本装置は規格 EN 61000-3-2:2006 (高調波電流)および EN 61000-3-3:1995 
+A1:2001+A2:2005 (電圧変動とフリッカ)にも準拠しています。 

 

注意 
 

この装置は等級 A のシステムで、住宅地で RF 妨害波を発生させる可能性のありま

す。 この場合、運用会社は適切な対策を講じる責任があります。 
 

低電圧指令 

AC 電源パック付き装置は、EC 指令 2006/95/EC (低電圧ガイドライン)の要件に準拠し

ています。この指令に対する適合は、EN60950-1:2001 +A11:2004 に従って検証されて

います。 

DC 電源パック付き装置も基準に準拠していますが、EU 低電圧指令の有効性の領域内

ではありません。 

適合性宣言 

EC の適合性宣言とそれに対応する文書は、前述の EC 指令に従って機関に提供されま

す。これらは、必要に応じて営業担当者が準備することができます。 

設計のガイドライン 

コミッショニングと操作中、この取扱説明書に記載した取り付けガイドラインおよび安

全指示に準拠します。  

周辺機器の接続 

産業用環境に適合する周辺機器に接続する際には、EN 61000-6-2:2001 の耐干渉性に関

する要件を満たします。 周辺機器の接続には、必ずシールドされたケーブルを使用し

ます。 
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A.1.2 規格、認証および承認 

銘板の情報  
 

 注記 
現在有効な認証は、装置の銘板に記載されています。 

 

 

ISO 9001 認証 

すべての製造プロセス(開発、製造、販売)のためのシーメンス社品質管理システムは、

DIN ISO 9001:2000 の要件を満たしています。 

これは DQS (ドイツ品質保証機構)により認定されています。 

Q-Net 認定書番号:DE-001108 QM 

ソフトウェア使用許諾契約 

装置にはプレインストールソフトウェアが用意されている場合と、用意されていない場

合があります。プレインストールソフトウェアを搭載した装置の場合は、関連するライ

ンス契約に注意してください。 

アメリカ、カナダおよびオーストラリアの承認 

製品の安全性 

 

装置には、以下の認証を取得することができます。 

 
UL 認証(損害保険者研究所): UL 規格 60950-1、レポート E11 5352、およ

びカナダ規格 C22.2 番号 60950-1 (I.T.E)、または UL 規格 508 および

C22.2 番号 142 (IND.CONT.EQ) 
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EMC 

 

米国 

Federal 
Communications 
Commission (連邦通

信委員会) 

無線外乱の記述 

本装置は試験済みであり、FCC ルールのパート 15 に規定され

ているクラス A デジタル装置の制限に適合していることが確

認されています。これらの制限は、商業環境で装置を使用した

ときに有害な干渉を防止する適切な防護策を提供できるように

設計されています。本装置は、無線周波数のエネルギーを生

成、使用し放射することができます。取扱説明書に従わないで

据え付け/操作が行われると、無線通信に有害な干渉を発生さ

せる可能性があります。装置が住宅地で使用されると有害な干

渉を発生する可能性があり、その場合ユーザーは自費でその外

乱を修正することを要求されます。 

シールドケーブル FCC の規定に従って本装置を維持するために、シールドケー

ブルを使用する必要があります。 

変更 メーカーによって承認されていない変更や修正には、装置を使

用するユーザーの権限が無効になる可能性があります。 

動作条件 本装置は FCC ルールのパート 15 に準拠しています。動作

は、以下の 2 つの条件に従っています。(1)本装置が有害な干

渉を発生しないこと、そして(2)本装置は望ましくない操作に

よって引き起こされる干渉を含め、受信したどのような干渉も

受け入れること。 
 

 

カナダ 

カナダの注意事項 このクラス A デジタル装置は、カナダの ICES-003 に準拠して

います。 

Avis Canadian Cet appareil numérique de la classe A est conforme à la norme 
NMB-003 du Canada. 

 

 

オーストラリア 

 
本製品は、AS/NZS CISPR22 の要件を満たしています。 
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または CULUS 認可、危険区域 

 

CULUS Listed 7RA9 INT. CONT. EQ. FOR HAZ LOC.(工業用制御機器、危険区域用) 
LOC. 

Underwriters Laboratories Inc.、以下に準拠  

● UL 508 (工業用制御機器) 

● CSA C22.2 No.142 (プロセス制御機器) 

● UL 1604 (危険区域) 

● CSA-213 (危険区域) 

APPROVED の使用対象 

● Cl. 1、Div. 2、GP. A、B、C、D T4A 

● Cl. 1、ゾーン 2、GP. IIC T4 

以下の情報をお読みください。 
 

 注記 
この製品は、NEC (National Electric Code、米国電気規則)規定に従って設置する必要が

あります。 
クラス I、区分 2(上記参照)に準拠した環境で使用する場合は、装置を、少なくとも EN 
60529 準拠の IP54 に相当する筐体に取り付ける必要があります。  

 

ESD の定義  

すべての電子モジュールに、大規模集積 IC またはコンポーネントが装備されています。 
設計的な理由のため、こういった電子素子は、過電圧、したがって静電放電の影響を強

く受けます。 

静電気の影響を受けるコンポーネント/モジュールは、一般に ESD デバイスと呼ばれま

す。 これは、このようなデバイスの国際的な略語です。 

ESD モジュールは、以下のシンボルによって識別されます。 
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注意 
 

ESD デバイスは、人間の知覚閾をはるかに下回る電圧で破損する恐れがあります。 こ
ういった静電気電圧は、体に存在する静電荷を放出させずにデバイスの構成要素また

は電気接続に触れると発生します。 静電気放電電流は、モジュールの潜在的な故障を

招くことがあります。この損傷は直ちに深刻にならないかもしれませんが、動作中に

異常を引き起こす可能性があります。 
 

静電気の帯電 

周囲の電位に接続していない人は、誰でも静電気が帯電することがあります。 

以下の図には、提示された材料に接触している人に蓄積する可能性のある、最大静電気

電圧が示されています。 この値は、IEC 801-2 規格に対応しています。 

 

図 A-1 オペレータの静電電圧 
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静電気放電への基本的な保護対策 

● 等電位結合を完璧にする:  
静電気の影響を受ける装置を取り扱う際には、作業場所とパッケージが接地してい

ることを確認します。 こうすることによって、静電気の帯電が避けられます。 

●  
これを回避できない場合(保守作業中など)は、原則的に、静電気に弱い装置にだけ

触れるようにします。 チップのピンまたは PCB パターンには接触しないように、

モジュールを扱います 。 このようにすると、放電エネルギーが、静電気に弱いデ

バイスに影響を及ぼすことはありません。 

モジュールから測定値を取り始める前に、体を放電させます。 これは、接地した金

属部分に触れて行います。 常に接地された測定器を使用します。 
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略称の一覧 B
B.1 略語 
 

略語 用語(フルスペル) 意味 

AC Alternating current 交流 

ACPI Advanced Configuration and Power 
Interface 

 

PLC Programmable controller  

AGP Accelerated Graphics Port 高速バスシステム 

AHCI Advanced Host Controller Interface SATA デバイス用の標準化されたコントロ

ーラインターフェース。 SP1 以降および

IAA ドライバの Microsoft Windows XP で

サポートされています。 

AMT Active Management Technology インテルのリモート保守テクノロジ 

APIC Advanced Programmable Interrupt 
Controller 

拡張プログラマブル割り込みコントロー

ラ 

APM Advanced Power Management PC をモニタして消費電力を抑えるツール 

AS Automation system  

ASIS After Sales Information System  

AT Advanced Technology  

ATA Advanced Technology Attachment  

ATX AT-Bus-Extended  

AWG American Wire Gauge ケーブル径の米国規格 

BIOS Basic Input Output System 基本的な入出力を行うシステム 

CAN Controller Area Network  

CD-ROM Compact Disc – Read Only Memory 大容量データ用のリムーバブルな記憶媒

体 

CD-RW Compact Disc – Rewritable 書き換え可能な CD 
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略語 用語(フルスペル) 意味 

CE Communauté Européenne (CE マー

ク) 
本製品は、適用されるすべての EC 指令に

準拠しています。 

CF CompactFlash  

CGA Color Graphics Adapter 標準のモニタインターフェース 

CIRA Client Initiated Remote Access イントラネット内にない AMT PC の管理 

CLK Clock pulse コントローラのクロック信号 

CMOS Complementary Metal Oxide 
Semiconductors 

相補型金属酸化膜半導体 

COA Certificate of Authentication  Microsoft Windows のプロダクトキー 

CoL Certificate of License  ライセンスオーソリゼーション 

COM Communications Port シリアルインターフェースの用語 

CP Communication Processor 通信用コンピュータ 

CPU Central Processing Unit CPU 

CRT Cathode Ray Tube  

CSA Canadian Standards Association 自国または二国間規格(UL/USA)の規格に

準拠して試験および認証を行う、カナダ

の組織 

CTS Clear To Send 送信可 

DRAM Dynamic Random Access Memory  

DC Direct Current 直流電流 

DCD Data Carrier Detect データキャリア信号の検出 

DDRAM Double Data Random Access 
Memory 

高速インターフェース付きのメモリチッ

プ 

DHCP Dynamic Host Configuration Protocol IP ネットワークを設定するためのプロト

コル 

DMA Direct Memory Access ダイレクトメモリアクセス 

DOS Disk Operating System GUI なしのオペレーティングシステム 

DP ディスプレイポート 新しい強力なデジタルモニタポート 

DQS Deutsche Gesellschaft zur 
Zertifizierung von 
Qualitätsmanagement mBH 
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